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雲
南
市
土
地
開
発
公
社 

 

分
譲
住
宅
地 

分
譲
進
む 

 

こ
の
公
社
は
雲
南
市
合
併
と
同

時
に
そ
れ
ま
で
旧
町
村
毎
に
行
わ

れ
て
い
た
公
社
を
一
本
化
し
雲
南

市
土
地
開
発
公
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
定
住
人
口
の
増
加

を
目
指
し
て
各
地
区
で
分
譲
住
宅

地
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
の
と
こ
ろ
分
譲
が
進
ん
で
お

り 

吉
田
地
区
で
二
区
画
、
木

次
・
吉
井
団
地
、
西
日
登
、
加
茂
・

雲
並
、
大
東
・
新
庄
で
分
譲
が
進

み
、
飯
田
で
は
十
区
画
を
完
売
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は

環
境
抜
群
の
区
画
が
残
っ
て
い
ま

す
。
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
る
方
、
土
地
を
求
め
て
い

る
方
、
是
非
ご
検
討
下
さ
い 

  
 

編
集
後
記 

高
速
道
の
開
通
で
救
急
車
両

の
出
動
体
制
も
見
直
し
さ
れ
ま
す
。
高
速

は
追
い
越
し
車
線
が
少
な
い
、
事
故
時
迂

回
路
が
無
い
等
課
題
も
有
り
と
か
。
今
後

も
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く 

眞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

名
著
・
語
り
部
に
見
る 

 

杉
谷
大
鍛
冶
屋 

大
工
職 

 
 
 
 

渡
部
平
助
さ
ん 

議
長 

任
期
途
中
で
交
代 

正
副
議
長
に
深
田
氏
と
吉
井
氏 

６
月
定
例
会
が
６
月
８
日
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補

正
予
算
で
約
一
億
六
千
万
円
余
。 

主
な
歳
出
で
は
市
民
バ
ス
運
行
事

業
見
直
し
（
大
東 

三
刀
屋
で
デ

マ
ン
ド
バ
ス
導
入
実
証
実
験
等
）

計
９
百
万
円
余
。
が
ん
ば
る
地
域

応
援
総
合
事
業
（
生
産
組
織
等
が

実
施
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業

に
助
成
）
約
２
千
３
百
万
円
余
。 

１１
月
に
実
施
さ
れ
る
市
長
・
議
員

選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
経
費
公
費
負
担

分
８
百
万
円
余
等
を
可
決
承
認
。 

議
会
最
終
日 

藤
原
議
長
か
ら

辞
表
提
出
。
今
議
会
開
会
直
前
に

入
院
手
術
さ
れ
今
後
通
院
加
療
が

必
要
と
の
こ
と
で
任
期
を
約
５
カ

月
残
し
て
辞
任
。（
早
期
回
復
を
祈

り
ま
す
）。
副
議
長
も
辞
任
交
代
、

委
員
長
の
一
部
に
も
変
更
が
有
り

ま
し
た
。
残
任
期
間
は
わ
ず
か
で

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

高
速
バ
ス
の
市
内
で
の
停
車 

 
 

５
４
号
バ
ス
便
の
確
保
要
請

を 

平
成
２５
年
３
月
に
尾
道
・
松
江
道

が
三
次
で
中
国
道
と
繋
が
り
松

江
・
広
島
間
が
高
速
道
で
直
結
し

ま
す
。
今
高
速
バ
ス
事
業
会
社
｛
中

国
JR
バ
ス
、
広
島
電
鉄
、
一
畑
バ

ス
）
で
は
路
線
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
全
便
高
速

道
路
経
由
で
運
行
さ
れ
た
場
合
５４

号
沿
線
利
用
者
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
す
。
国
道
５４
号
高
速
バ
ス
対

策
連
絡
会
で
は
既
存
ル
ー
ト
の
何

便
か
確
保
と
市
内
高
速
各
バ
ス
停

に
停
車
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
社
か
ら

正
式
な
回
答
は
な
し
。
約
７
割
が

松
江
・
出
雲
か
ら
広
島
間
直
行
利

用
だ
と
云
わ
れ
ま
す
。
バ
ス
停
ま

で
の
市
民
バ
ス
の
乗
り
入
れ
な
ど

沿
線
住
民
の
利
便
に
配
慮
と
市
内

バ
ス
停
に
入
る
高
速
バ
ス
増
便
の

強
力
な
要
請
を
求
め
ま
す
。 

 

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
の
名
称 

雲
南
吉
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ 

 

 

杉谷大鍛冶場と金屋子さん。桂の大木も
見える。大正前期頃の写真か？上山出身
故堀江龍一郎氏提供写真（米子市在住） 

な
い
た
め
脱
炭
し
て
鋼
と
調
合
し
て

需
要
の
多
い
包
丁
鉄
に
加
工
し
た
。

作
業
の
行
程
で
鉄
は
打
て
ば
打
つ
ほ

ど
固
く
な
る
た
め
「
包
丁
鉄
は
少
な

く
打
っ
て
形
を
造
る
の
が
大
工
の
上

手
」
と
言
わ
れ
た
。
杉
谷
の
鉄
は
大

阪
の
鉄
問
屋
や
農
具
・
包
丁
を
造
る

野
鍛
冶
の
間
で
錆
び
に
く
く
加
工
し

や
す
い
良
鉄
と
し
て
名
が
通
っ
て
い

た
。
大
鍛
冶
屋
に
は
大
工
の
他
真
っ

赤
に
焼
け
た
鉄
を
大
槌
で
打
ち
延
ば

す
手
子
（
て
ご
）
と
呼
ば
れ
る
職
人

が
あ
り
大
工
と
手
子
が
ト
ッ
テ
ン
カ

ン
と
呼
吸
を
合
わ
せ
鉄
を
生
産
し
た

鉄
の
歴
史
博
物
館
で
「
名
大
工
渡
部

平
助
氏
」
に
会
う
事
が
出
来
る
。 

「
田
部
清
蔵
氏
著
語
り
部
か
ら
」 

杉
谷
大
鍛
冶
屋
ー
田
井
村
矢
入
杉
谷

で
大
正
１４
年
ま
で
操
業
が
行
わ
れ
た

大
鍛
冶
屋
大
工
＝
家
を
建
て
る
大
工

さ
ん
で
は
な
く
鉄
を
加
工
す
る
職
人

を
大
鍛
冶
大
工
と
呼
ん
だ
。 

渡
部
平
助
さ
ん
・
・
明
治
３２
年
生
れ 

名
大
工
で
あ
っ
た
祖
父
政
兵
衛
の
跡

を
継
ぎ
大
鍛
冶
大
工
職
に
従
事
。
大
正

１４
年
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
名
大
工
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
。 

大
鍛
冶
屋
と
は
「
た
た
ら
」
で
作
ら
れ

る
鉧
（
け
ら
）
の
約
３
割
が
鋼
で
そ
の

他
大
部
分
は
鋼
と
も
銑
（
ず
く
）
と
も

つ
か
な
い
雑
鉄
で
あ
り
こ
れ
を
製
品

に
す
る
た
め
工
夫
さ
れ
た
錬
鉄
技
法

が
大
鍛
冶
屋
で
あ
る
。
銑
（
ず
く
）
は

炭
素
量
が
多
く
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

 

開通して格段に近くなった
吉田町。市内各高速バス停
での停車と５４号沿線のバ
ス便確保・大きな課題です 

吉
田
町
・
木
下
地
区
に
設
置
さ
れ
る

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
が
正
式
イ
ン

タ
ー
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
名

称
に
つ
い
て
吉
田
・
掛
合
・
雲
南
市

関
係
者
で
協
議
、
表
記
の
名
称
に
決

定
し
国
交
省
に
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

活
性
化
施
設
も
や
が
て
着
手
し
来
春

に
は
完
成
し
ま
す
。
島
根
県
・
雲
南

市
南
の
玄
関
口
と
し
て
受
け
入
れ
準

備
が
急
が
れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
鉄
の

歴
史
村
の
出
番
で
す
。 

雲
南
市
立
病
院
建
設 

基
本
構
想
案
を
提
示 

市
立
病
院
西
棟
は
昭
和
４２
年
建

設
以
来
４５
年
が
経
過
。
３
月
議
会

で
２８
年
度
中
に
主
要
施
設
を
完

成
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
６
月
全

協
で
基
本
構
想
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
建
築
に
つ
い
て 

一
部
改
築 

全
面
改
築 

移
転
新
築
で
検
討
の

結
果
既
存
の
設
備
備
品
の
活
用
で

事
業
費
が
少
な
い
一
部
改
築
を
選

択
。
総
事
業
費
６
５
億
円
。 

基
本
理
念 

地
域
に
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
病
院
。 

今
年
度
基
本
構
想
の
審
査
。
場

所
・
財
源
・
医
師
確
保
な
ど
審
議 
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